
第 291回東京支部技術フォーラムのご案内 
 

放射線の線量等の評価には線量計が欠かせませんが，デジタル表示されたその値が本当に正しいのか疑ったことはありませ

んでしょうか？ 

正確な線量測定には，定められた測定法で測定を行うことはもちろんのこと，線量計の定期的な校正を行わなければなりま

せん．医政発 0315第 4号（令和 5年 3月 23日）には「放射線測定器による実測値に基づく放射線の量の評価方法」の項目

に「適正に校正されたものを使用すること（抜粋）」と記載されています． 

今回のフォーラムでは，診断領域線量計標準センターの紹介と施設内で職員が自ら行っている自主校正の実際についてご講

演いただきます． 

校正の必要性は痛感しているけれども，費用面などで躊躇されている方には大変参考になるフォーラムであると思っていま

す． 

 

日   時 ： 2025年 1月 28日（火） 19：00～20：30 （18：45 受付開始） 

開 催 形 態： Zoomによるオンライン実施（事前参加登録者にURLとパスワードを配信します） 

募 集 人 数： 80名（定員になり次第締切ります） 

参 加 費 ： 会員 500円  非会員 2,000円  学生会員 無料  学生非会員 無料 

なお，キャンセルされた場合，返⾦できないことをご了承ください 

 

プログラム ：テーマ「線量計の校正」 

講義 1 診断領域線量計標準センターの概要 

徳島大学大学院 医歯薬学研究部 医用画像解析学分野 富永 正英 

講義 2 線量計標準センターの実務と役割および今後の課題 

新潟医療福祉大学 医療技術学部 診療放射線学科 関本 道治 

講義 3 自主校正の取り組み 

東京慈恵会医科大学附属病院 和田 浩祈 

 

申 込 期 間：2024年 12月 13日（金）～ 1月 26日（日） 

申 込 方 法：会員システム「RacNe（ラクネ）」https://service.jsrt.or.jp/ にログインしてお申し込みください. 

  案内等の連絡は研究班から行いますので，締切日以降はメールチェックをお願いします． 

Ｕ Ｒ Ｌ ：東京支部ホームページ http://jsrt.tokyo/ 

問 合 先 ：公益社団法人 日本放射線技術学会 東京支部 放射線管理・防護・計測研究班 

E-mail  jsrt.tokyo.mrpm@gmail.com 

 

担当 放射線管理・防護・計測研究班 


